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含む認知症患者数は 20 年で約 2 倍のペースで増加












　米国 Case Western Reserve 大学の研究チーム
は、マウスを用いた研究において、ベキサロテン
が Aβの分解を促進する新たな AD 治療薬になる









24 時間までに 25% 減少した。また、病態が進んだ
AD マウスにベキサロテンを経口投与（100 mg/kg、

























の過剰な産生・凝集および脳への沈着が注目されている。米国 Case Western Reserve 大学の研究
チームは、マウスを用いた研究において、抗がん剤として米国で承認されているベキサロテンが Aβ
の分解を促進する新たな AD 治療薬になる可能性を示した。主に、アポリポ蛋白質 E（ApoE）の遺
伝子発現を亢進させ、生成した ApoE が脂質代謝を通して Aβの分解を促進させる効果がある。ベキ
サロテンを投与した AD マウスでは、脳内 Aβ量の減少とともに記憶・学習障害や嗅覚障害などの改
善も確認できた。今後は、ヒトで薬効が認められるか、AD 治療薬として十分な安全域を確保できる
かなどの検討が注目される。
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図表　ベキサロテンの作用機序
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